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域の願いは、後に私が平成 28 年度に北条高校に教頭に着任して、同 26 年当時のＰＴＡ会長よ
り聞くこととなった。縁あって、私は教頭を離れてからも、学校評議員として令和元年度まで
2 年間関わることになり、3 つの立場で 6 年間関わることができた。 
 
５．生き残りをかけた教育改革 







卒業年度 H21 H22 H23 H24 H25
現在の年齢 29 28 27 26 25
入学定員（人） 240 240 200 200 200
入学者数（人） 239 238 200 199 191
国公立大の現役合格者（人） 22 26 20 15 10
現役合格率（％） 9.2 11.2 10.4 7.9 5.4













学校行事にも力を入れ、6 月に 2 日間開催される北高祭（文化祭）は、生徒会主催で生徒自
身が企画・運営して最大に盛り上がる状況、1 日は保護者や中学生、地域住民にも公開し、参
加者が平成 28 年度から急激に増え続け、令和元年度は 1000 人を超えた。また、9 月の「それ
いけ若人」という応援合戦で盛り上がる体育大会も、平日開催にもかかわらず保護者を中心に



















の意見を問うアンケートを実施し、404 人中 189 人が志願希望の結果を得て、兵庫県教育委員
会会議で平成 28 年度の開設が承認された。 
実際のコースの入学者選抜志願者は、平成 28 年度 66 人（1.65 倍）、29 年度 52 人（1.30 倍）
となっている。 
学校設定教科「探究」でコース 1 期生（H28 入学生）は、探究活動のテーマとして、①まち
づくり、②実用英語、③医療・教育、④科学実験、⑤あびき湿原の保全の 5 つを、地域と連携














































表2 協議会の収入（平成29年度）        表3 協議会の支出（平成29年度） 
  
その経緯と内容を、主に２つの事業について紹介する。 
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授業で分からなかった所の質問などを取り入れた基礎コースを、2 学期から英語、数学、理科
の教科を週各 1 回開始した。3 教授から、「将来高校の教師を目指す意欲を持ち、高校生に教え
る学力の高い大学院生や学部生」を紹介されて基礎コースがスタートした。毎回、3～7 人の兵
庫教育大学大学院生等を招き、2 コマ（1 コマ 90 分）の開講となった。基礎コースへは 1 年生
も参加して、コース１期生を中心に多く参加した。 








表5 「基礎コース」のメリット・デメリット  
（生徒：H29 質問調査,H31 アンケート調査、講師：H29,31兵庫教育大学の講師に質問調査） 
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ることもあり、気軽に声をかけて質問がしやすい雰囲気も意欲的に取り組む結果となった。 










と「②効果があった」を合わせて 62.6％（コースのみでは 82.4％）となった。 
表6 アフタースクールゼミの取組状況    表 7 アフタースクールゼミの効果 
基礎コースと受験コースの差別化を図った平成 28 年 2 学期以降は、表８にしめすように、
受験コース、基礎コースともに受講人数は、それまでよりも大幅に増加している。特に、コー




高校との協議が重ねられ、平成 30 年 2 月に、「地
域創生学習支援事業に係る国立大学法人兵庫教育
大学と兵庫県加西市との連携に関する覚書」が、

















① 大変熱心に取り組んだ 9.3 11.4
② 熱心に取り組んだ 70.1 72.3
③ あまり熱心に取り組まなかった 15.5 11.4
④ 全く熱心に取り組まなかった 1.0 0
⑤ 教科によって違った 4.1 2.9
学習効果の有無 全体[％] コース[％]
① 大変効果があった 6.3 8.8
② 効果があった 56.3 73.5
③ あまり効果がなかった 32.3 17.6
④ 効果がなかった 5.2 0





2 92 66 158
3 68 87 155
1 70 94 164
2 181 78 259
3 81 127 208
1 66 128 194
2 108 82 190











とおり、平成 27 年度には１日平均１人程度だったが、平成 30 年度は 2071 人と 1 日平均 10.5
人が利用し、市外からの通学者数も増加している。 

























実用英語技能検定の合格者は、表11にしめすとおり、平成 26 年度から 2 級合格者も増え続け、
同 29 年度には準１級、同 30 年度には1級合格者も現れ、結果的に大学入試改革を意識した先






業改善の効果が感じられる。          
年度 利用延べ人数 利用料 事業費(補助⾦) 市外北部からの通学者
H27 199人 119,400円 480,600円 ９人
H28 537人 330,600円 257,400円 16人
H29 1,507人 644,000円 318,000円 21人
H30 2,071人 837,000円 384,000円 20人
卒業年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
現在の年齢 25 24 23 22 21 20 19
入学定員（人） 200 200 160 160 160 160 160
入学者数（人） 191 200 156 160 153 160 160
国公立大の現役合格者（人） 10 20 24 24 18 15 17
現役合格率（％） 5.4 10.3 15.0 15.1 12.2 9.6 10.8
級 H26 H27 H28 H29 H30
１ 級 0 0 0 0 1
準１級 0 0 0 1 0
２ 級 3 5 16 19 19
準２級 42 33 65 64 39





平成 31 年 3 月卒業生 157 人、令和 2 年 3 月卒業生 147 人に、卒業前の 1 月に実施したアン
ケートでは、「北条高校へ入学してよかったか」は、表12にしめすとおり、「① 大変良かった」
「② 良かった」と合わせて、H31 卒業生は 94.3％、R2 卒業生は 94.5％で、「北条高校での高校
生活は楽しかったか」は、表13にしめすとおり、「① 大変楽しかった」「② 楽しかった」を合
わせて、H31 卒業生は 96.8％、R2 卒業生は 94.6％で、大変高い値を示している。 
表12 「北条高校に入学してよかったか」 
表13 「高校生活は楽しかったか」 

















魅力ある活動 人数[人] 割合[％] 人数[人] 割合[％]
① ボランティア活動 71 45.2% 64 43.5%
② アフタースクールゼミ事業 68 43.3% 41 27.9%
③ 国際交流事業 42 26.8% 53 36.1%
③ 英語パワーアップ学習 42 26.8% 22 15.0%
⑤ 大学見学・大学教授の講義 32 20.4% 23 15.6%
⑥ 選択科目の充実 31 19.7% 34 23.1%
⑦ 最先端科学技術研修 29 18.5% 24 16.3%
⑧ 希望に沿った学びと体験活動 28 17.8% 21 14.3%
⑨ 探究活動 26 16.6% 20 13.6%
⑩ 部活動 18 11.5% 11 7.5%
⑪ インターンシップ 16 10.2% 18 12.2%
H31年3月卒業生 R2年3月卒業生
1〜３組 ４組（コース） 合計[人] 割合[%] 1〜３組 ４組（コース） 合計[人] 割合[%]
① 大変良かった 21 11 32 20.4% 19 12 31 21.2%
② 良かった 89 27 116 73.9% 85 22 107 73.3%
③ あまり良くなかった 6 2 8 5.1% 3 0 3 2.1%
④ 良くなかった 1 0 1 0.6% 4 1 5 3.4%
計 117 40 157 100.0% 111 35 146 100.0%
平成31年3月卒業生 令和2年3月卒業生
1〜３組 ４組（コース）合計[人] 割合[%] 1〜３組 ４組（コース）合計[人] 割合[%]
① 大変楽しかった 27 19 46 29.3% 25 16 41 27.9%
② 楽しかった 86 20 106 67.5% 80 18 98 66.7%
③ あまり楽しくなかった 4 0 4 2.5% 4 0 4 2.7%
④ 楽しくなかった 0 1 1 0.6% 3 1 4 2.7%
計 117 40 157 100.0% 112 35 147 100.0%
平成31年3月卒業生 令和2年3月卒業生
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 全国から注目された改革であるが、市内の中学生の激減により平成 31 年度入学生から、学級
減となり、令和 3 年度には 9 学級となる予定である。 
 兵庫教育大学教職大学院学校経営コースの講義で、北条高校の取組と課題を取り上げ、現職







菅野恭介元校長の改革の最終年度であった平成 28 年度に教頭として赴任して 1 年間、それ
を継承し発展した北川真一郎前校長とも 1 年間一緒に勤めることができ、2 人の校長のリーダ
ーシップのもとで 2 年間仕事をすることができたことや、地域の支援を得ながら全教職員が団
結して支援する体制に関わることができたことに、心から感謝している。 
私自身は、県教育委員会時代に平成 26 年度から北条高校のコース設置に携わり、30 年度か
ら 2 年間は北条高校の学校評議員として、学校行事の見学や公開研究授業の指導・助言などで、
生徒や教職員の様子を引き続き見ることができた。1 つの学校に 3 つの立場で関ることができ









人数[人] 割合[%] 人数[人] 割合[%]
① 学校行事 89 57.1% 82 55.8%
② 部活動 45 28.8% 47 32.0%
③ 授業 9 5.8% 5 3.4%
④ 休み時間 7 4.5% 1 0.7%
⑤ 友達 3 1.9% 7 4.8%
⑥ 探究活動 2 1.3% 2 1.4%
⑦ 国際交流 1 0.6% 0 0.0%
⑧ ボランティア活動 0 0.0% 2 1.4%
⑨ 先生との会話 0 0.0% 1 0.7%
計 156 100.0% 147 100.0%
H31年3月卒業生 R2年3月卒業生
